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令和８年度 第１号      

 

 

 

 

 

令和８年４月８日（水）、校庭の花壇の花が咲き誇る中、76名の新１年生を迎え入学式を

挙行しました。明くる４月９日（木）に第１学期始業式を行い、509名の古北っ子と 51名

の教職員で令和８年度を始めました。今年度も昨年度に引き続き「みんなが夢中になれる

学校」を目標に掲げ学校教育活動に取り組んでまいります。今年度は特に『「き」力を高め

て挑戦しよう 3.0』を合い言葉に「基礎・基本を大切にできる子、きまりを守って規則正し

い生活を送ることができる子、あいさつ・そうじ・べんきょうに熱心に取り組むことがで

きる子」を目標として掲げ、子どもたち、教職員と共有しました。 

 保護者、地域の皆様方には格別にお世話になります。本校の教育活動にご理解とご協力、

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。今年度も、古北だより｢輝け笑顔｣を月１回発

行いたします。子どもたちの活躍や学校の様子を皆様方にお伝えしていきたいと考えてい

ます。ぜひ、ご覧いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年４月 24日（金） 

 発行 江南市立古知野北小学校 

    江南市和田町宮１４５番地 

TEL   0587－56－2274 

FAX  0587－56－2924 
  

  

One Team古北小 

◎ 古北の心得 

 

 

 

 

 

 

◎ 授業の心得 

 

 

 

 

 

 

ホームページ 古知野北小学校 
 

検索 

 
（木） 

１日（金） 

７日（木） PTA 常任委員会① 

8 日（金） あいさつの日 

11 日（月） 古北っ子集会 

12 日（火） ５時間授業一斉下校（14：55） 

18 日（月） 朝礼、PTA 救急救命法講習 

19 日（火） 出迎え週間（～22 日） 

25 日（月） きらっとタイム 

26 日（火） ５時間授業一斉下校（14：55） 

28 日（木） ６年生４時間授業（13：30） 

29 日（金） ６年生修学旅行（～30 日） 

（月） ６年生代休日 

※ 今後予定を変更する場合があります。 

https://www.city-konan.ed.jp/kochinokita-e/
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令和８年度 教育目標 

 

 
人間尊重の精神を基調に、心身ともに健康で、たくましく、 

夢や希望をもった心豊かな児童の育成をめざす。 

み ん な が 夢 中 に な れ る 学 校 

通いたい・通わせたい・支えたい・勤めたい 

よく学び、よく考える子＜知＞ 

    言葉で、自分の考えを 

       表現し伝え合おう こ 

きまり正しく、すなおな子＜徳＞ 

     気持ちを込め、思いやり 

       をもって行動しよう き 

明るく、たくましい子  ＜体＞ 

     太陽のもと、汗を流し 

       心と体を鍛えよう 
た 

経 営 方 針 

ア 学校の教育目標を発達段階に応じて具体化し、その達成のために学年・学級経営の充実と着実な教育

実践を積み重ね、学校生活に変化をもたせつつ、楽しい学校づくりをめざす。 

イ 新しい時代に必要となる資質・能力を育成する。 

ウ 学校経営に関する情報発信と評価を行い、保護者や地域の実態を把握し、学校運営協議会との連携を

密に、創意と特色のある教育活動を展開し、地域の信頼に支えられ、地域に開かれた学校経営をめざす。 

【子どもが通いたくなる学校】 

■ 豊かな心や創造性の涵養 

○ 目標 2026「あいうえおの学校 感謝の思いを未来へつなぐ 『き』力を高めて挑戦しよう 3.0」

を合言葉に、基礎・基本を大切にできる子、きまりを守って規則正しい生活を送ることができる

子、○あいさつ・○そうじ・○べんきょうに熱心に取り組むことができる子を育む。 

○ 児童の小さな心の変化に目を向け、人間味のある温かい指導を行い、虐待・いじめ・不登校の

予防・早期発見・早期解消に努める。 

■ 確かな学力 
○ 「One Team 古北 授業の心得」を土台にして、「分かる」「できる」授業づくりに努め、主体

的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に取り組む。 

○ 一人一台学習用端末とＩＣＴ機器の効果的な活用を図る。 

■ 健康で安全な生活 

○ 外遊びや異年齢集団活動・交流を行い、みんなと遊ぶ喜びや運動の楽しさを感じさせ、体力の

増進 と心身のバランスのとれた発達を促す。 

○ 自他の命を大切にして、相手を理解すること、言葉遣いを含めて、人権意識を培う。 

 

本年度の重点努力目標 

【保護者が通わせたくなる ・ 地域が支えたくなる学校】 

■ 家庭・地域社会との連携 
○ 学校通信、学年通信、ＨＰ等を活用し、家庭や地域に教育活動の情宣に努める。 
○ 子どものよい面を見とり、個性を伸ばすように努める。 
○ 学校運営協議会と連携して、ＫＳＶやお手伝い型ボランティア等からの協力を得る。 
○ 保幼小・小中、各種団体との連携を生かした学校経営を行う。 

【教職員が勤めたくなる学校】 

■ 心身が健やかで学び続ける教職員集団 
○ 可能な限りＰＣを活用し在校時間を意識した業務改善に努めるとともに、教職員が互いに相談

しやすく風通しのよい職場づくりを通して、教職員の多忙化解消に努める。 

〇 教科担任制をすすめ、多くの教員が子どもに関わることで子ども理解につながるとともに、授

業の質の向上と教員の負担軽減につなげる。 

○ 「One Team 古北」を合言葉に、ともに学び続ける教職員集団をめざす。  


